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イオン液体トランジスタによる分子性導体の超伝導相の探索 
 
κ-(BEDT-TTF)2Cu[N(CN)2]Cl は、バンド計算によれば部分的に満たされたエネルギーバンド

を持つ金属であるにもかかわらず、電子間相互作用によって絶縁化している有機モット絶縁

体である。我々のグループでは、このような物質に対してイオン液体トランジスタの原理を

用いてキャリアドーピングを行っている。本研究ではキャリアドーピングによるバンドフィ

リング制御に加えて基板曲げひずみによるバンド幅制御を行い、どのようなドーピング領域

で超伝導が現れるのかを調べた。その結果、超伝導が現れる領域はドーピングに対して非対

称であることがわかった。超伝導相は電子ドープ側よりも正孔ドープ側のほうが広く、現在

のところ、フェルミ面および擬ギャップにおけるドーピング非対称性との関連を示唆してい

る。 

 

 


